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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置であって、
　基地局装置にＲＲＣ接続の再確立を要求する際、又はＲＲＣ回復を要求する際に、前記
端末装置がＮＥ－ＤＣを設定していることに基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡ
セカンダリセルグループの解放を起動し、
　前記ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放が起動されたこと
に基づいて、前記Ｅ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループに設定されている各ＲＬＣベアラ
に対して、ＲＬＣエンティティの再確立、ＲＬＣエンティティの解放、及びロジカルチャ
ネルの解放を行う処理部、
　備える端末装置。
【請求項２】
　基地局装置であって、
　端末装置から、ＲＲＣ接続の再確立要求、又はＲＲＣ回復要求を受信する受信部を備え
、
　前記ＲＲＣ接続の再確立要求、又は前記ＲＲＣ回復要求の受信の際に、
　前記端末装置がＮＥ－ＤＣを設定していることに基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－Ｕ
ＴＲＡセカンダリセルグループの解放が起動され、
　前記ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放が起動されたこと
に基づいて、前記Ｅ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループに設定されている各ＲＬＣベアラ
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に対して、ＲＬＣエンティティの再確立、ＲＬＣエンティティの解放、及びロジカルチャ
ネルの解放が行われる、
　基地局装置。
【請求項３】
　端末装置の方法であって、
　基地局装置にＲＲＣ接続の再確立を要求する際、又はＲＲＣ回復を要求する際に、前記
端末装置がＮＥ－ＤＣを設定していることに基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡ
セカンダリセルグループの解放を起動し、
　前記ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放が起動されたこと
に基づいて、前記Ｅ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループに設定されている各ＲＬＣベアラ
に対して、ＲＬＣエンティティの再確立、ＲＬＣエンティティの解放、及びロジカルチャ
ネルの解放を行う、
　方法。
【請求項４】
　基地局装置の方法であって、
　端末装置から、ＲＲＣ接続の再確立要求、又はＲＲＣ回復要求を受信し、
　前記ＲＲＣ接続の再確立要求、又は前記ＲＲＣ回復要求の受信の際に、
　前記端末装置がＮＥ－ＤＣを設定していることに基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－Ｕ
ＴＲＡセカンダリセルグループの解放が起動され、
　前記ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放が起動されたこと
に基づいて、前記Ｅ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループに設定されている各ＲＬＣベアラ
に対して、ＲＬＣエンティティの再確立、ＲＬＣエンティティの解放、及びロジカルチャ
ネルの解放が行われる、
　方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、および、方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラ－移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Ｌｏｎｇ　Ｔ
ｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ：登録商標）」、または、「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎ
ｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ：ＥＵＴＲＡ」と
称する。）、及びコアネットワーク（以下、「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ
：ＥＰＣ」）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ：３ＧＰＰ）において検討されている。
【０００３】
　また、３ＧＰＰにおいて、第５世代のセルラ－システムに向けた無線アクセス方式およ
び無線ネットワーク技術として、ＬＴＥの拡張技術であるＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｐ
ｒｏおよび新しい無線アクセス技術であるＮＲ（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏ
ｇｙ）の技術検討及び規格策定が行われている（非特許文献１）。また第５世代セルラー
システムに向けたコアネットワークである、５ＧＣ（５　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｒ
ｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）の検討も行われている（非特許文献２）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＲＰ－１７０８５５，”Ｗｏｒｋ　Ｉｔｅｍ　ｏｎ　Ｎｅｗ
　Ｒａｄｉｏ　（ＮＲ）　Ａｃｃｅｓｓ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ”
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ　２３．５０１,“Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ
ｕｒｅ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　５Ｇ　Ｓｙｓｔｅｍ；　Ｓｔａｇｅ　２”
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【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３００,　“Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　Ｔｅｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）ａｎｄ　Ｅ
ｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ　（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）；Ｏｖｅｒａｌｌ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ；　
Ｓｔａｇｅ　２”
【非特許文献４】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１,“Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｒａｄｉｏ
　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　（ＲＲＣ）；Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉ
ｃａｔｉｏｎｓ”
【非特許文献５】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３２３,“Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｐａｃｋｅ
ｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　（ＰＤＣＰ）　ｓｐｅｃｉ
ｆｉｃａｔｉｏｎ”
【非特許文献６】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３２２,“Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｒａｄｉｏ
　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　（ＲＬＣ）　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎ”
【非特許文献７】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３２１,“Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｍｅｄｉｕ
ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　（ＭＡＣ）　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎ”
【非特許文献８】３ＧＰＰ　ＴＳ　３７．３４０,“ＥｖｏｌｖｅｄＵｎｉｖｅｒｓａｌ
　Ｔｅｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）ａｎｄ　ＮＲ;
　Ｍｕｌｔｉ－Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ;　Ｓｔａｇｅ　２”
【非特許文献９】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．３００,　“ＮＲ；ＮＲ　ａｎｄ　ＮＧ－ＲＡ
Ｎ　Ｏｖｅｒａｌｌ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ；　Ｓｔａｇｅ　２”
【非特許文献１０】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．３３１,“ＮＲ；Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　（ＲＲＣ）；Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ
”
【非特許文献１１】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．３２３,“ＮＲ；Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　
Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　（ＰＤＣＰ）　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎ”
【非特許文献１２】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．３２２,“ＮＲ；Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　（ＲＬＣ）　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ”
【非特許文献１３】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．３２１,“ＮＲ；Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　（ＭＡＣ）　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ”
【非特許文献１４】３ＧＰＰ　ＴＳ　２３．４０１　ｖ１４．３．０，“Ｇｅｎｅｒａｌ
　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　（ＧＰＲＳ）　ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ
ｓ　ｆｏｒ　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）　ａｃｃｅｓｓ”
【非特許文献１５】３ＧＰＰ　ＴＳ　２３．５０２,“Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｆｏｒ　５
Ｇ　Ｓｙｓｔｅｍ；　Ｓｔａｇｅ　２”
【非特許文献１６】３ＧＰＰ　ＴＳ　３７．３２４,　“ＮＲ；Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔ
ａ　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　（ＳＤＡＰ）　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎ”
【非特許文献１７】３ＧＰＰ　ＲＰ－１６１２６６、　“５Ｇ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒ
ｅ　Ｏｐｔｉｏｎｓ－Ｆｕｌｌ　Ｓｅｔ”
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　ＮＲの技術検討の一つとして、Ｅ－ＵＴＲＡとＮＲの両方のＲＡＴ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）のセルをＲＡＴ毎にセルグループ化してＵＥに割り当
て、端末装置と１つ以上の基地局装置とが通信する仕組み（ＭＲ－ＤＣ：Ｍｕｌｔｉ－Ｒ
ＡＴ　Ｄｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）が検討されている（非特許文献８）。
【０００６】
　しかしながら、Ｅ－ＵＴＲＡとＮＲとで利用する通信プロトコルのフォーマットや機能
が異なるため、また非特許文献８に記載される通り、ＭＲ－ＤＣの形態によって利用され
るコア網が異なるため、ＲＡＴとしてＥ－ＵＴＲＡのみ、コア網としてＬＴＥのコア網で
あるＥＰＣのみを用いる従来のＬＴＥでのＤｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙに比べ、
プロトコル処理が複雑になり、基地局装置と端末装置との通信を効率的に行うことができ
ないという課題があった。
【０００７】
　本発明の一態様は、上記した事情に鑑みてなされたもので、基地局装置との通信を効率
的に行うことができる端末装置、基地局装置、該端末装置に用いられる方法、該端末装置
に実装される集積回路を提供することを目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の一態様は、以下のような手段を講じた。すなわ
ち端末装置であって、ＮＲより、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡ　セカンダリセルグル
ープの解放が起動された事に基づいて、前記端末装置が設定しているセカンダリセルグル
ープの、各ＲＬＣベアラに対し、ＲＬＣエンティティの再確立、及びＲＬＣエンティティ
の解放、及びロジカルチャネルの解放を行う、処理部を有する。
【０００９】
　また本発明の一態様は、基地局装置であって、端末装置にＲＲＣ再設定メッセージを送
信する送信部と、前記ＲＲＣ再設定にＥ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が
同時に行われる事を示す情報を含み、前記端末装置に処理を行わせる処理部とを有し、
　前記処理は、前記ＲＲＣ再設定にＥ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同
時に行われる事を示す情報が含まれている事に基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲ
Ａ　セカンダリセルグループの解放が起動される。
【００１０】
　また本発明の一態様は、端末装置の方法であって、ＮＲより、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－
ＵＴＲＡ　セカンダリセルグループの解放が起動された事に基づいて、前記端末装置が設
定しているセカンダリセルグループの、各ＲＬＣベアラに対し、ＲＬＣエンティティの再
確立、及びＲＬＣエンティティの解放、及びロジカルチャネルの解放を行う。
【００１１】
　また本発明の一態様は、基地局装置の方法であって、端末装置にＲＲＣ再設定メッセー
ジを送信し、前記ＲＲＣ再設定にＥ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同時
に行われる事を示す情報を含み、前記端末装置に処理を行わせ、前記処理は、前記ＲＲＣ
再設定にＥ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情報
が含まれている事に基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡ　セカンダリセルグルー
プの解放が起動される。
【００１２】
　なお、これらの包括的または具体的な態様は、システム、装置、方法、集積回路、コン
ピュータプログラム、または、記録媒体で実現されてもよく、システム、装置、方法、集
積回路、コンピュータプログラムおよび記録媒体の任意な組み合わせで実現されてもよい
。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の一態様によれば、端末装置は、プロトコル処理の複雑さを軽減し、効率的に通
信を行うことができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の各実施の形態に係る通信システムの概略図。
【図２】本発明の各実施の形態における、Ｅ－ＵＴＲＡにおける端末装置と基地局装置の
ＵＰ及びＣＰのプロトコルスタック図。
【図３】本発明の各実施の形態における、ＮＲにおける端末装置と基地局装置のＵＰ及び
ＣＰのプロトコルスタック図。
【図４】本発明の各実施の形態におけるＲＲＣ２０８及び／又はＲＲＣ３０８における、
各種設定のための手順のフローの一例を示す図
【図５】本発明の各実施の形態における端末装置の構成を示すブロック図。
【図６】本発明の各実施の形態における基地局装置の構成を示すブロック図。
【図７】本発明の実施の形態１におけるＵＥ１２２の処理方法の一例。
【図８】本発明の実施の形態１におけるＵＥ１２２内部において、ＮＲ側からＥ－ＵＴＲ
Ａ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放が起動され
る一例。
【図９】本発明の実施の形態１における、ＲＲＣ再設定メッセージに含まれる、セカンダ
リセルグループに関する設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情報のＡＳＮ．１記
述の一例。
【図１０】本発明の実施の形態２におけるＵＥ１２２の処理方法の一例
【図１１】本発明の実施の形態２におけるＵＥ１２２内部において、Ｅ－ＵＴＲＡ側から
ＮＲ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放が起動される一例
。
【図１２】本発明の実施の形態２におけるＵＥ１２２内部において、Ｅ－ＵＴＲＡ側から
ＮＲ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放が起動される別の
一例。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１６】
　ＬＴＥ（およびＬＴＥ－Ａ　Ｐｒｏ）とＮＲは、異なるＲＡＴとして定義されてもよい
。またＮＲは、ＬＴＥに含まれる技術として定義されてもよい。ＬＴＥは、ＮＲに含まれ
る技術として定義されてもよい。また、ＮＲとＭｕｌｔｉ　ＲＡＴ　Ｄｕａｌ　ｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｖｉｔｙで接続可能なＬＴＥは、従来のＬＴＥと区別されてもよい。本実施形態
はＮＲ、ＬＴＥおよび他のＲＡＴに適用されてよい。以下の説明では、ＬＴＥおよびＮＲ
に関連する用語を用いて説明するが、他の用語を用いる他の技術において適用されてもよ
い。また本実施形態でのＥ－ＵＴＲＡという用語は、ＬＴＥという用語に置き換えられて
も良いし、ＬＴＥという用語はＥ－ＵＴＲＡという用語に置き換えられても良い。
【００１７】
　図１は本発明の各実施の形態に係る通信システムの概略図である。
【００１８】
　Ｅ－ＵＴＲＡ１００は非特許文献３等に記載の無線アクセス技術であり、１つ又は複数
の周波数帯域で構成するセルグループ（Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ：ＣＧ）から成る。ｅＮＢ
（Ｅ－ＵＴＲＡＮ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）１０２は、Ｅ－ＵＴＲＡの基地局装置である。ＥＰＣ
（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ）１０４は、非特許文献１４等に記載のコア
網であり、Ｅ－ＵＴＲＡ用コア網として設計された。インタフェース１１２はｅＮＢ１０
２とＥＰＣ１０４の間のインタフェース（ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）であり、制御信号が通る
制御プレーン（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎｅ：ＣＰ）と、そのユーザデータが通るユーザ
プレーン（Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ：ＵＰ）が存在する。
【００１９】
　ＮＲ１０６は非特許文献９等に記載の無線アクセス技術であり、１つ又は複数の周波数
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帯域で構成するセルグループ（Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ：ＣＧ）から成る。ｇＮＢ（ｇ　Ｎ
ｏｄｅ　Ｂ）１０８は、ＮＲの基地局装置である。５ＧＣ１１０は、非特許文献２等に記
載のコア網であり、ＮＲ用コア網として設計されているが、５ＣＧに接続する機能をもつ
Ｅ－ＵＴＲＡのコア網として使われても良い。以下Ｅ－ＵＴＲＡとは５ＣＧに接続する機
能をもつＥ－ＵＴＲＡを含んでも良い。
【００２０】
　インタフェース１１４はｅＮＢ１０２と５ＧＣ１１０の間のインタフェース、インタフ
ェース１１６はｇＮＢ１０８と５ＧＣ１１０の間のインタフェース、インタフェース１１
８はｇＮＢ１０８とＥＰＣ１０４の間のインタフェース、インタフェース１２０はｅＮＢ
１０２とｇＮＢ１０８の間のインタフェース、インタフェース１２４はＥＰＣ１０４と５
ＧＣ１１０間のインタフェースである。インタフェース１１４、インタフェース１１６、
インタフェース１１８、インタフェース１２０、インタフェース１２４はＣＰのみ、又は
ＵＰのみ、又はＣＰ及びＵＰ両方を通すインタフェースである。また、インタフェース１
１４、インタフェース１１６、インタフェース１１８、インタフェース１２０、インタフ
ェース１２４は、通信事業者が提供する通信システムに応じて存在しない場合もある。
【００２１】
　ＵＥ１２２はＮＲに対応、又はＥ－ＵＴＲＡ及びＮＲ両方対応した端末装置である。
【００２２】
　図２は本発明の各実施の形態における、Ｅ－ＵＴＲＡ無線アクセスレイヤにおける端末
装置と基地局装置のＵＰ及びＣＰのプロトコルスタック（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｓｔａｃｋ
）図である。
【００２３】
　図２（Ａ）はＥ－ＵＴＲＡ１００においてＵＥ１２２がｅＮＢ１０２と通信を行う際に
用いるＵＰのプロトコルスタック図である。
【００２４】
　ＰＨＹ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ）２００は、無線物理層（無線物理レイヤ）で
あり、物理チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を利用して上位層（上位レイ
ヤ）に伝送サービスを提供する。ＰＨＹ２００は、後述する上位のＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌａｙｅｒ）２０２とトランスポートチャネル（Ｔｒ
ａｎｓｐｏｒｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で接続される。トランスポートチャネルを介して、Ｍ
ＡＣ２０２とＰＨＹ２００の間でデ－タが移動する。ＵＥ１２２とｅＮＢ１０２のＰＨＹ
間において、無線物理チャネルを介してデ－タの送受信が行われる。
【００２５】
　ＭＡＣ２０２は、多様な論理チャネル（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を多様なト
ランスポートチャネルにマッピングを行う媒体アクセス制御層（媒体アクセス制御レイヤ
）である。ＭＡＣ２０２は、後述する上位のＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　ｌａｙｅｒ）２０４と、論理チャネルで接続される。論理チャネルは、伝送される
情報の種類によって大きく分けられ、制御情報を伝送する制御チャネルとユ－ザ情報を伝
送するトラフィックチャネルに分けられる。ＭＡＣ２０２は、間欠受送信（ＤＲＸ・ＤＴ
Ｘ）を行うためにＰＨＹ２００の制御を行う機能、ランダムアクセス（Ｒａｎｄｏｍ　Ａ
ｃｃｅｓｓ）手順を実行する機能、送信電力の情報を通知する機能、ＨＡＲＱ制御を行う
機能などを持つ（非特許文献７）。
【００２６】
　ＲＬＣ２０４は、後述する上位のＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇ
ｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｌａｙｅｒ）２０６から受信したデ－タを分割（Ｓｅｇｍ
ｅｎｔａｔｉｏｎ）し、下位層（下位レイヤ）が適切にデ－タ送信できるようにデ－タサ
イズを調節する無線リンク制御層（無線リンク制御レイヤ）である。また、ＲＬＣ２００
は、各デ－タが要求するＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を保証するた
めの機能も持つ。すなわち、ＲＬＣ２０４は、デ－タの再送制御等の機能を持つ（非特許
文献６）。
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【００２７】
　ＰＤＣＰ２０６は、ユーザデータであるＩＰパケット（ＩＰ　Ｐａｃｋｅｔ）を無線区
間で効率的に伝送するためのパケットデータ収束プロトコル層（パケットデータ収束プロ
トコルレイヤ）である。ＰＤＣＰ２０６は、不要な制御情報の圧縮を行うヘッダ圧縮機能
を持ってもよい。また、ＰＤＣＰ２０６は、デ－タの暗号化の機能も持ってもよい（非特
許文献５）。
【００２８】
　なお、ＭＡＣ２０２、ＲＬＣ２０４、ＰＤＣＰ２０６において処理されたデータの事を
、それぞれＭＡＣ　ＰＤＵ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）、ＲＬＣ　ＰＤＵ
、ＰＤＣＰ　ＰＤＵと呼ぶ。また、ＭＡＣ２０２、ＲＬＣ２０４、ＰＤＣＰ２０６に上位
層から渡されるデータ、又は上位層に渡すデータの事を、それぞれＭＡＣ　ＳＤＵ（Ｓｅ
ｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）、ＲＬＣ　ＳＤＵ、ＰＤＣＰ　ＳＤＵと呼ぶ。
【００２９】
　図２（Ｂ）はＥ－ＵＴＲＡ１００において、ＵＥ１２２がｅＮＢ１０２と通信を行う際
に用いるＣＰのプロトコルスタック図である。
【００３０】
　ＣＰのプロトコルスタックには、ＰＨＹ２００、ＭＡＣ２０２、ＲＬＣ２０４、ＰＤＣ
Ｐ２０６に加え、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌａｙｅｒ
）２０８が存在する。ＲＲＣ２０８は、ＲＲＣ接続の確立、再確立、一時停止（ｓｕｓｐ
ｅｎｄ）、一時停止解除（ｒｅｓｕｍｅ）等の処理や、ＲＲＣ接続の再設定、例えば無線
ベアラ（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：ＲＢ）及びセルグループ（Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ）
の確立、変更、解放等の設定を行い、論理チャネル、トランスポートチャネル及び物理チ
ャネルの制御などを行う他、ハンドオーバ及び測定（Ｍｅｓｕｒｅｍｅｎｔ）の設定など
を行う、無線リンク制御層（無線リンク制御レイヤ）である。ＲＢは、シグナリグ無線ベ
アラ（Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：ＳＲＢ）とデ－タ無線ベアラ（
Ｄａｔａ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：ＤＲＢ）とに分けられてもよく、ＳＲＢは、制御
情報であるＲＲＣメッセージを送信する経路として利用されてもよい。ＤＲＢは、ユーザ
データを送信する経路として利用されてもよい。ｅＮＢ１０２とＵＥ１２２のＲＲＣ２０
８間で各ＲＢの設定が行われてもよい。またＲＢのうちＲＬＣ２０４とＭＡＣ２０２で構
成される部分をＲＬＣベアラと呼んでも良い（非特許文献４）。
【００３１】
　前述のＭＡＣ２０２、ＲＬＣ２０４、ＰＤＣＰ２０６、及びＲＲＣ２０８の機能分類は
一例であり、各機能の一部あるいは全部が実装されなくてもよい。また、各層の機能の一
部あるいは全部が他の層に含まれてもよい。
【００３２】
　なお、ＩＰレイヤ、及びＩＰレイヤより上のＴＣＰ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤ、ＵＤＰ（Ｕｓｅｒ　Ｄａｔａｇｒａｍ　Ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ）レイヤ、アプリケーションレイヤなどは、ＰＤＣＰレイヤの上位レイヤとな
る（不図示）。またＲＲＣレイヤやＮＡＳ（ｎｏｎ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｒｕｍ）レ
イヤもＳＤＡＰレイヤの上位レイヤとなる（不図示）。言い換えれば、ＰＤＣＰレイヤは
ＲＲＣレイヤ、ＮＡＳレイヤ、ＩＰレイヤ、及びＩＰレイヤより上のＴＣＰ（Ｔｒａｎｓ
ｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤ、ＵＤＰ（Ｕｓｅｒ　Ｄａ
ｔａｇｒａｍ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤ、アプリケーションレイヤの下位レイヤとなる
。
【００３３】
　図３は本発明の各実施の形態における、ＮＲ無線アクセスレイヤにおける端末装置と基
地局装置のＵＰ及びＣＰのプロトコルスタック（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｓｔａｃｋ）図であ
る。
【００３４】
　図３（Ａ）はＮＲ１０６においてＵＥ１２２がｇＮＢ１０８と通信を行う際に用いるＵ
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Ｐのプロトコルスタック図である。
【００３５】
　ＰＨＹ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ）３００は、ＮＲの無線物理層（無線物理レイ
ヤ）であり、物理チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を利用して上位層に伝
送サービスを提供してもよい。ＰＨＹ３００は、後述する上位のＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌａｙｅｒ）３０２とトランスポートチャネル（Ｔｒａ
ｎｓｐｏｒｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で接続されてもよい。トランスポートチャネルを介して
、ＭＡＣ３０２とＰＨＹ３００の間でデ－タが移動してもよい。ＵＥ１２２とｇＮＢ１０
８のＰＨＹ間において、無線物理チャネルを介してデ－タの送受信が行われてもよい。
【００３６】
　ＭＡＣ３０２は、多様な論理チャネル（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を多様なト
ランスポートチャネルにマッピングを行う媒体アクセス制御層（媒体アクセス制御レイヤ
）である。ＭＡＣ３０２は、後述する上位のＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　ｌａｙｅｒ）３０４と、論理チャネルで接続されてもよい。論理チャネルは、伝送
される情報の種類によって大きく分けられ、制御情報を伝送する制御チャネルとユ－ザ情
報を伝送するトラフィックチャネルに分けられてもよい。ＭＡＣ３０２は、間欠受送信（
ＤＲＸ・ＤＴＸ）を行うためにＰＨＹ３００の制御を行う機能、ランダムアクセス（Ｒａ
ｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ）手順を実行する機能、送信電力の情報を通知する機能、ＨＡＲ
Ｑ制御を行う機能などを持ってもよい（非特許文献１３）。
【００３７】
　ＲＬＣ３０４は、後述する上位のＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇ
ｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｌａｙｅｒ）２０６から受信したデ－タを分割（Ｓｅｇｍ
ｅｎｔａｔｉｏｎ）し、下位層が適切にデ－タ送信できるようにデ－タサイズを調節する
無線リンク制御層（無線リンク制御レイヤ）である。また、ＲＬＣ３０４は、各デ－タが
要求するＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を保証するための機能も持っ
ても良い。すなわち、ＲＬＣ３０４は、デ－タの再送制御等の機能を持っても良い（非特
許文献１２）。
【００３８】
　ＰＤＣＰ３０６は、ユーザデータであるＩＰパケット（ＩＰ　Ｐａｃｋｅｔ）を無線区
間で効率的に伝送するパケットデータ収束プロトコル層（パケットデータ収束プロトコル
層）である。ＰＤＣＰ３０６、不要な制御情報の圧縮を行うヘッダ圧縮機能を持ってもよ
い。また、ＰＤＣＰ３０６は、デ－タの暗号化の機能も持ってもよい（非特許文献１１）
。
【００３９】
　ＳＤＡＰ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）３
１０は、コアネットワークから基地局装置を介して端末装置に送られるダウンリンクのＱ
ｏＳフローとＤＲＢとの対応付け（マッピング：ｍａｐｐｉｎｇ）、及び端末装置から基
地局装置を介してコアネットワークに送られるアップリンクのＱｏＳフローと、ＤＲＢと
のマッピングを行い、マッピングルール情報を格納する機能を持もつ、サービスデータ適
応プロトコル層（サービスデータ適応プロトコルレイヤ）である（非特許文献１６）。端
末装置が上位レイヤよりＳＤＡＰ　ＳＤＵをＱｏＳフロー情報と共にを受け取った際、格
納されているＱｏＳフローとＤＲＢとのマッピングルールに基づいて、ＳＤＡＰ　ＳＤＵ
を該当するＤＲＢに割り当てる。ＱｏＳフローとＤＲＢとのマッピングルールが格納され
ていない場合、ＳＤＡＰ　ＳＤＵをデフォルト無線ベアラ（デフォルトＤＲＢ）に割り当
てても良い。ＱｏＳフローは同じＱｏＳポリシーによって処理される、一つ又は複数のサ
ービスデータフロー（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｆｌｏｗ：ＳＤＦ）から成る（非特許
文献２）。またＳＤＡＰはダウンリンクＱｏＳフローの情報を基に、アップリンクのＱｏ
ＳフローとＤＲＢとのマッピングを行う、リフレクティブＱｏＳ（Ｒｅｆｌｅｃｔｉｖｅ
　ＱｏＳ）の機能を持っても良い。またＱｏＳフローとＤＲＢとの対応付けルールが変更
になった場合には、エンドマーカー（Ｅｎｄ　Ｍａｒｋｅｒ）ＤＰＵを作成し、変更前の
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ＤＲＢに送信する事により、ＳＤＡＰ　ＳＤＵの順番通りの配信（ｉｎ－ｓｅｑｕｅｎｃ
ｅ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ）を保証しても良い（非特許文献２、非特許文献１６）。
【００４０】
　エンドマーカーＰＤＵとは、非特許文献１６に記載のＳＤＡＰ制御ＰＤＵで、ＵＥのＳ
ＤＡＰエンティティが、本エンドマーカーＰＤＵのＱｏＳフロー識別子フィールドに含ま
れるＱｏＳフロー識別子に対応したＱｏＳフローと、本エンドマーカーＰＤＵが送信され
た無線ベアラとの対応（ｍａｐｐｉｎｇ）が終了する事を通知するために使われる。
【００４１】
　なお、ＩＰレイヤ、及びＩＰレイヤより上のＴＣＰ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤ、ＵＤＰ（Ｕｓｅｒ　Ｄａｔａｇｒａｍ　Ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ）レイヤ、アプリケーションレイヤなどは、ＳＤＡＰレイヤの上位レイヤとな
る（不図示）。またＲＲＣレイヤやＮＡＳ（ｎｏｎ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｒｕｍ）レ
イヤもＳＤＡＰレイヤの上位レイヤとなる（不図示）。ＮＡＳレイヤにおいて、サービス
データフローとＱｏＳフローとの対応付が行われる。言い換えれば、ＳＤＡＰレイヤはＲ
ＲＣレイヤ、ＮＡＳレイヤ、ＩＰレイヤ、及びＩＰレイヤより上のＴＣＰ（Ｔｒａｎｓｍ
ｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤ、ＵＤＰ（Ｕｓｅｒ　Ｄａｔ
ａｇｒａｍ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤ、アプリケーションレイヤの下位レイヤとなる。
【００４２】
　なお、ＭＡＣ３０２、ＲＬＣ３０４、ＰＤＣＰ３０６、ＳＤＡＰ３１０において処理さ
れたデータの事を、それぞれＭＡＣ　ＰＤＵ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）
、ＲＬＣ　ＰＤＵ、ＰＤＣＰ　ＰＤＵ、ＳＤＡＰ　ＰＤＵと呼んでも良い。また、ＭＡＣ
２０２、ＲＬＣ２０４、ＰＤＣＰ２０６に上位層から渡されるデータ、又は上位層に渡す
データの事を、それぞれＭＡＣ　ＳＤＵ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）、ＲＬ
Ｃ　ＳＤＵ、ＰＤＣＰ　ＳＤＵ、ＳＤＡＰ　ＳＤＵと呼んでも良い。
【００４３】
　図３（Ｂ）はＮＲ１０６において、ＵＥ１２２がｇＮＢ１０８と通信を行う際に用いる
ＣＰのプロトコルスタック図である。
【００４４】
　ＣＰのプロトコルスタックには、ＰＨＹ３００、ＭＡＣ３０２、ＲＬＣ３０４、ＰＤＣ
Ｐ３０６に加え、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌａｙｅｒ
）３０８が存在する。ＲＲＣ３０８は、ＲＲＣ接続の確立、再確立、一時停止（ｓｕｓｐ
ｅｎｄ）、一時停止解除（ｒｅｓｕｍｅ）等の処理や、ＲＲＣ接続の再設定、例えば無線
ベアラ（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：ＲＢ）及びセルグループ（Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ）
の確立、変更、解放等の設定を行い、論理チャネル、トランスポートチャネル及び物理チ
ャネルの制御などを行う他、ハンドオーバ及び測定（Ｍｅｓｕｒｅｍｅｎｔ）の設定など
を行う、無線リンク制御層（無線リンク制御レイヤ）である。ＲＢは、シグナリグ無線ベ
アラ（Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：ＳＲＢ）とデ－タ無線ベアラ（
Ｄａｔａ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：ＤＲＢ）とに分けられてもよく、ＳＲＢは、制御
情報であるＲＲＣメッセージを送信する経路として利用されてもよい。ＤＲＢは、ユーザ
データを送信する経路として利用されてもよい。ｇＮＢ１０８とＵＥ１２２のＲＲＣ３０
８間で各ＲＢの設定が行われてもよい。またＲＢのうちＲＬＣ３０４とＭＡＣ３０２で構
成される部分をＲＬＣベアラと呼んでも良い（非特許文献１０）。
【００４５】
　前述のＭＡＣ３０２、ＲＬＣ３０４、ＰＤＣＰ３０６、ＳＤＡＰ３１０、及びＲＲＣ３
０８の機能分類は一例であり、各機能の一部あるいは全部が実装されなくてもよい。また
、各層（各レイヤ）の機能の一部あるいは全部が他の層（レイヤ）に含まれてもよい。
【００４６】
　なお、本発明の各実施の形態では、以下Ｅ－ＵＴＲＡのプロトコルとＮＲのプロトコル
を区別するため、ＭＡＣ２０２、ＲＬＣ２０４、ＰＤＣＰ２０６、及びＲＲＣ２０８を、
それぞれＥ－ＵＴＲＡ用ＭＡＣ又はＬＴＥ用ＭＡＣ、Ｅ－ＵＴＲＡ用ＲＬＣ又はＬＴＥ用
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ＲＬＣ、Ｅ－ＵＴＲＡ用ＰＤＣＰ又はＬＴＥ用ＰＤＣＰ、及びＥ－ＵＴＲＡ用ＲＲＣ又は
ＬＴＥ用ＲＲＣと呼ぶ事もある。また、ＭＡＣ３０２、ＲＬＣ３０４、ＰＤＣＰ３０６、
ＲＲＣ３０８を、それぞれＮＲ用ＭＡＣ、ＮＲ用ＲＬＣ、ＮＲ用ＲＬＣ、及びＮＲ用ＲＲ
Ｃと呼ぶ事もある。又は、Ｅ－ＵＴＲＡ　ＰＤＣＰ又はＬＴＥ　ＰＤＣＰ、ＮＲ　ＰＤＣ
Ｐなどとスペースを用いて記述する場合もある。
【００４７】
　また、図１に示す通り、ｅＮＢ１０２、ｇＮＢ１０８、ＥＰＣ１０４、５ＧＣ１１０は
、インタフェース１１２、インタフェース１１６、インタフェース１１８、インタフェー
ス１２０、及びインタフェース１１４を介して繋がってもよい。このため、多様な通信シ
ステムに対応するため、図２のＲＲＣ２０８は、図３のＲＲＣ３０８に置き換えられても
よい。また図２のＰＤＣＰ２０６は、図３のＰＤＣＰ３０６に置き換えられても良い。ま
た、図３のＲＲＣ３０８は、図２のＲＲＣ２０８の機能を含んでも良い。また図３のＰＤ
ＣＰ３０６は、図２のＰＤＣＰ２０６であっても良い。また、Ｅ－ＵＴＲＡ１００におい
て、ＵＥ１２２がｅＮＢ１０２と通信する場合であってもＰＤＣＰとしてＮＲ　ＰＤＣＰ
が使われても良い。
【００４８】
　図４は、本発明の各実施の形態におけるＲＲＣ２０８及び／又は（ａｎｄ／ｏｒ）ＲＲ
Ｃ３０８における、各種設定のための手順（ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）のフローの一例を示す
図である。図４（Ａ）は、基地局装置（ｅＮＢ１０２及び／又はｇＮＢ１０８）から端末
装置（ＵＥ１２２）にＲＲＣメッセージが送られる場合のフローの一例であり、図４（Ｂ
）は端末装置（ＵＥ１２２）から基地局装置（ｅＮＢ１０２及び／又はｇＮＢ１０８）に
ＲＲＣメッセージが送られる場合のフローの一例である。
【００４９】
　図４（Ａ）において、基地局装置はＲＲＣメッセージを作成する（ステップＳ４００）
。基地局装置におけるＲＲＣメッセージの作成は、基地局装置が報知情報（ＳＩ：Ｓｙｓ
ｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）やページング情報を配信する際に行われても良いし、
基地局装置が特定の端末装置に対して処理を行わせる必要があると判断した際、例えばセ
キュリティに関する設定や、ＲＲＣ接続の再設定（無線線ベアラの処理（確立、変更、解
放など）や、セルグループの処理（確立、追加、変更、解放など）、メジャメント設定、
ハンドオーバ設定など）、ＲＲＣ接続状態の解放などの際に行われても良い。また後述す
るステップＳ４０８で特定の端末装置から受け取るＲＲＣメッセージに対し応答するため
行われても良いし、これ以外の時に行われても良い。ＲＲＣメッセージには各種情報通知
や設定のためのパラメータが含まれる。非特許文献４又は非特許文献１０などのＲＲＣに
関する仕様書では、これらのパラメータは、フィールド及び／又は情報要素呼ばれ、ＡＳ
Ｎ．１（Ａｂｓｔｒａｃｔ　Ｓｙｎｔａｘ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ　Ｏｎｅ）という記述方式
を用いて記述される。
【００５０】
　図４（Ａ）において、次に基地局装置は、作成したＲＲＣメッセージを端末装置に送信
する（ステップＳ４０２）。次に端末装置は受信した上述のＲＲＣメッセージに従って、
設定などの処理が必要な場合には処理を行う（ステップＳ４０４）。
【００５１】
　図４（Ｂ）において、端末装置はＲＲＣメッセージを作成する（ステップＳ４０６）。
端末装置におけるＲＲＣメッセージの作成は、基地局装置対する要求が発生した際、例え
ば上位レイヤからの要求等によるＲＲＣ接続の確立、無線リンク失敗やランダムアクセス
失敗、無線同期外れなどの検出によるＲＲＣ接続の再確立、上位レイヤからの要求や無線
アクセス網（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：ＲＡＮ）ページング応答によ
るＲＲＣ接続一時保留（ｓｕｓｐｅｎｄ）の解除（ｒｅｓｕｍｅ）などの際に行われても
良いし、上述のステップＳ４０２基地局装置装置から受け取るＲＲＣメッセージに対し応
答するため行われても良いし、これ以外の時に行われても良い。
【００５２】
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　図４（Ｂ）において、次に端末装置は、作成したＲＲＣメッセージを基地局装置に送信
する（ステップＳ４０８）。次に基地局装置は受信した上述のＲＲＣメッセージに従って
、処理が必要な場合には処理を行う（ステップＳ４１０）。
【００５３】
　なお、ＲＲＣメッセージの作成は、上述の例に限らず、非特許文献４や、ほ特許文献１
０などに記載の通り、他の目的で作成されても良い。
【００５４】
　例えば、ＲＲＣメッセージは、Ｄｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ（ＤＣ）や、非特
許文献８に記載のＭｕｌｔｉ－ＲＡＴ　Ｄｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ（ＭＲ－Ｄ
Ｃ）に関する設定に用いられても良い。
【００５５】
　Ｄｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ（ＤＣ）とは、２つの基地局装置（ノード）がそ
れぞれ構成するセルグループ、すなわちマスターノード（Ｍａｓｔｅｒ　Ｎｏｄｅ：ＭＮ
）が構成するマスタセルグループ（Ｍａｓｔｅｒ　Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ：ＭＣＧ）及び
セカンダリノード（Ｓｅｃｏｎｄｅｒｙ　Ｎｏｄｅ：ＳＮ）が構成するセカンダリセルグ
ループ（Ｓｅｃｏｎｄｅｒｙ　Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ：ＳＣＧ）の両方の無線リソースを
利用してデータ通信を行う技術であっても良い。また非特許文献８に記載のＭＲ－ＤＣと
は、Ｅ－ＵＴＲＡとＮＲの両方のＲＡＴ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏ
ｇｙ）のセルをＲＡＴ毎にセルグループ化してＵＥに割り当て、ＭＣＧとＳＣＧの両方の
無線リソースを利用してデータ通信を行う技術であっても良い。ＭＲ－ＤＣにおいて、マ
スターノードとは、ＭＲ－ＤＣに係る主なＲＲＣ機能、例えば、セカンダリノードの追加
、ＲＢの確立、変更、及び解放、ＭＣＧの追加、変更、解放、ハンドオーバ等の機能、を
持つ基地局であっても良く、セカンダリノードとは、一部のＲＲＣ機能、例えばＳＣＧの
変更、及び解放等、を持つ基地局であっても良い。
【００５６】
　非特許文献８に記載のＭＲ－ＤＣにおいて、マスターノード側のＲＡＴのＲＲＣが、Ｍ
ＣＧ及びＳＣＧ両方の設定を行うために用いられても良い。例えばコア網がＥＰＣ１０４
で、マスターノードがｅＮＢ１０２（拡張型ｅＮＢ１０２とも称する）である場合のＭＲ
－ＤＣである、ＥＮ－ＤＣ（Ｅ－ＵＴＲＡ－ＮＲ　Ｄｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ
）、コア網が５ＧＣ１１０で、マスターノードがｅＮＢ１０２である場合のＭＲ－ＤＣで
ある、ＮＧＥＮ－ＤＣ（ＮＧ－ＲＡＮ　Ｅ－ＵＴＲＡ－ＮＲ　Ｄｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｖｉｔｙ）において、非特許文献４に記載のＥ－ＵＴＲＡのＲＲＣメッセージがｅＮＢ
１０２とＵＥ１２２との間で送受信されても良い。この場合ＲＲＣメッセージには、ＬＴ
Ｅ（Ｅ－ＵＴＲＡ）の設定情報だけでなく、非特許文献１０に記載の、ＮＲの設定情報が
含まれても良い。またｅＮＢ１０２からＵＥ１２２に送信されるＲＲＣメッセージは、ｅ
ＮＢ１０２からｇＮＢ１０８を経由してＵＥ１２２に送信されても良い。また、本ＲＲＣ
メッセージの構成は、非ＭＲ－ＤＣであって、ｅＮＢ１０２（拡張型ｅＮＢ）がコア網と
して５ＧＣを用いる、Ｅ－ＵＴＲＡ／５ＧＣ（非特許文献１７に記載のオプション５）に
用いられても良い。
【００５７】
　また逆に、非特許文献８に記載のＭＲ－ＤＣにおいて、コア網が５ＧＣ１１０で、マス
ターノードがｇＮＢ１０８である場合のＭＲ－ＤＣである、ＮＥ－ＤＣ（ＮＲ－Ｅ－ＵＴ
ＲＡ　Ｄｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）において、非特許文献１０に記載のＮＲの
ＲＲＣメッセージがｇＮＢ１０２とＵＥ１２２との間で送受信されても良い。この場合Ｒ
ＲＣメッセージには、ＮＲの設定情報だけでなく、非特許文献４に記載の、ＬＴＥ（Ｅ－
ＵＴＲＡ）の設定情報が含まれても良い。またｇＮＢ１０８からＵＥ１２２に送信される
ＲＲＣメッセージは、ｇＮＢ１０８からｅＮＢ１０２を経由してＵＥ１２２に送信されて
も良い。
【００５８】
　（実施の形態１）
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　図１から図９を用いて、本発明の実施の形態１を説明する。本発明の各実施の形態では
、非特許文献８に記載のＭＲ－ＤＣを設定している端末装置において、ＳＣＧ側の一部又
は全ての設定の解放が必要な際に、端末装置のＭＣＧ側よりＳＣＧ側に対し、ＳＣＧ側の
解放を起動する方法の例を説明する。本発明の実施の形態１では特にＭＣＧ側がＮＲであ
り、ＳＣＧ側がＥ－ＵＴＲＡであるＭＲ－ＤＣである、ＮＥ－ＤＣを想定して説明するが
、他のＭＲ－ＤＣや、同一のＲＡＴ（Ｅ－ＵＴＲＡ、ＮＲ等）をＭＣＧ、ＳＣＧに持つＤ
Ｃに適応されても良い。
【００５９】
　図５は本発明の各実施の形態における端末装置（ＵＥ１２２）の構成を示すブロック図
である。なお、説明が煩雑になることを避けるために、図５では、本発明と密接に関連す
る主な構成部のみを示す。
【００６０】
　図５に示すＵＥ１２２は、ｅＮＢ１０２及び／又はｇＮＢ１０８よりＲＲＣメッセージ
等を受信する受信部５００、及び受信したメッセージに含まれる各種情報要素（ＩＥ：Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）、及び／又は各種フィールド、及び／又は各種
条件等の、設定情報に従って処理を行う処理部５０２から成る。また処理部５０２は、Ｄ
Ｃを設定しているＵＥ１２２内部で、ＭＣＧ側からＳＣＧ側に対する要求や指示を起動（
ｔｒｉｇｇｅｒ）する処理を行っても良い。例えばＭＲ－ＤＣを設定しているＵＥ１２２
内部において、例えば非特許文献８に記載のＥＮ－ＤＣや、ＮＧＥＮ－ＤＣにおいてはＥ
－ＵＴＲＡ側からＮＲ側、また例えば非特許文献８に記載のＮＥ－ＤＣにおいてはＮＲ側
からＥ－ＵＴＲＡ側に対する要求や指示を起動（ｔｒｉｇｇｅｒ）する処理を行っても良
い。また処理部５０２は、ＤＣを設定しているＵＥ１２２内部のＳＣＧ側で、ＭＣＧ側か
ら起動された処理を行っても良い。例えば非特許文献８に記載のＥＮ－ＤＣや、ＮＧＥＮ
－ＤＣにおいてはＮＲ側でＥ－ＵＴＲＡ側から起動された処理、また例えば非特許文献８
に記載のＮＥ－ＤＣにおいてはＥ－ＵＴＲＡ側でＮＲ側から起動された処理を行っても良
い。なお、ＭＲ－ＤＣを設定しているとは、ＭＲ－ＤＣを処理していると言っても良いし
、ＭＲ－ＤＣを操作していると言っても良い。なおここで、ＮＲ側、Ｅ－ＵＴＲＡ側とは
それぞれ、ＮＲ　ＲＲＣ、Ｅ－ＵＴＲＡ　ＲＲＣであっても良い。
【００６１】
　図６は本発明の各実施の形態における基地局装置（ｅＮＢ１０２及び／又はｇＮＢ１０
８）の構成を示すブロック図である。なお、説明が煩雑になることを避けるために、図６
では、本発明と密接に関連する主な構成部のみを示す。
【００６２】
　図６に示すｅＮＢ１０２及び／又はｇＮＢ１０８は、ＵＥ１２２へＲＲＣメッセージ等
を送信する送信部６００、及び各種情報要素（ＩＥ：Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍ
ｅｎｔ）、及び／又は各種フィールド、及び／又は各種条件等の、設定情報を含めたＲＲ
Ｃメッセージを作成し、ＵＥ１２２に送信する事により、ＵＥ１２２の処理部５０２に処
理を行わせる処理部６０２から成る。
【００６３】
　図７を用いて、本発明の実施の形態１におけるＵＥ１２２の処理方法の一例を説明する
。
【００６４】
　ＵＥ１２２の処理部５０２は、ＵＥ１２２内部において、ＭＣＧ側から、ＳＣＧ側であ
るＥ－ＵＴＲＡ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループ（Ｓ
ｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ：ＳＣＧ）の解放が起動されたか否かを判断す
る（ステップＳ７００）。なおステップＳ７００においてＭＲ－ＤＣとはＮＥ－ＤＣの事
であっても良い。またＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放と
は、ＮＥ－ＤＣの解放と言っても良い。またＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループとは、
単にセカンダリセルグループと言っても良い。またＭＣＧとはＮＲであっても良い。
【００６５】
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　次にＵＥ１２２の処理部５０２は、ＵＥ１２２内部において、ＭＣＧ側からＥ－ＵＴＲ
Ａ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放が起動され
た事に基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループに設定されて
いる各ＲＬＣベアラに対し、ＲＬＣエンティティを解放する。上述のＲＬＣエンティティ
の解放はＲＬＣエンティティの再確立の後に行われても良い（ステップＳ７０２）。なお
、上述の「各ＲＬＣベアラに対し」は、「各ロジカルチャネル、又は各ロジカルチャネル
識別子に対し」と言い換えられても良いし、追記されても良い。またＭＣＧとはＮＲであ
っても良い。
【００６６】
　ＵＥ１２２の処理部５０２は、上述のステップＳ７０２の処理に加え、ＵＥ１２２内部
において、ＭＣＧ側からＥ－ＵＴＲＡ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカン
ダリセルグループの解放が起動された事に基づいて、メジャメント設定の解放、及び／又
は、セカンダリセルグループのＭＡＣが存在する場合にはセカンダリセルグループのＭＡ
Ｃの解放、及び／又はセカンダリセルグループの解放、及び／又はセカンダリセルグルー
プの無線リンク失敗を判断するためのタイマーの停止、及び／又はセカンダリセルグルー
プの変更の失敗を判断するためのタイマーの停止を行っても良い（ステップＳ７０４）。
またＭＣＧとはＮＲであっても良い。
【００６７】
　なお、上述のＵＥ１２２内部における、ＭＣＧ側からＥ－ＵＴＲＡ側に対する、ＭＲ－
ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放の起動は、例えばＮＲ側におい
て、ＲＲＣ接続の再確立（ＲＲＣ　Ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）を要求する際に
、ＭＲ－ＤＣを設定しているか否かを判断し、ＭＲ－ＤＣを設定している事に基づいて、
起動されても良い（不図示）。なお、ＭＲ－ＤＣを設定しているとは、ＭＲ－ＤＣを処理
していると言っても良いし、ＭＲ－ＤＣを操作していると言っても良い。また上述の「Ｍ
Ｒ－ＤＣを設定しているか否かを判断」は「ＮＥ－ＤＣを設定しているか否かを判断」と
言っても良い。また上述の「ＭＲ－ＤＣを設定している事に基づいて、起動されても良い
」は、「ＮＥ－ＤＣを設定している事に基づいて、起動されても良い」と言っても良い。
【００６８】
　また、上述のＵＥ１２２内部における、ＭＣＧ側からＥ－ＵＴＲＡ側に対する、ＭＲ－
ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放の起動は、例えばＮＲ側におい
て、ＲＲＣ接続一時保留（ｓｕｓｐｅｎｄ）の解除（ｒｅｓｕｍｅ）を要求する際に、Ｒ
ＲＣ接続一時保留の時にＭＲ－ＤＣを設定していたか否か判断し、ＭＲ－ＤＣを設定して
いた事に基づいて、起動されても良い（不図示）。なお、ＭＲ－ＤＣを設定していたとは
、ＭＲ－ＤＣを処理していたと言っても良いし、ＭＲ－ＤＣを操作していたと言っても良
い。また上述の「ＭＲ－ＤＣを設定していたか否かを判断」は「ＮＥ－ＤＣを設定してい
たか否かを判断」と言っても良い。また上述の「ＭＲ－ＤＣを設定していた事に基づいて
、起動されても良い」は、「ＮＥ－ＤＣを設定していた事に基づいて、起動されても良い
」と言っても良い。
【００６９】
　また、上述のＵＥ１２２内部における、ＮＲ側からＥ－ＵＴＲＡ側に対する、ＭＲ－Ｄ
ＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放の起動は、他の事象に基づいて起
動されても良い。図８に本発明の実施の形態１における上述のＵＥ１２２内部において、
ＮＲ側からＥ－ＵＴＲＡ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグル
ープの解放が起動される、一例を示す。
【００７０】
　ｇＮＢ１０８の処理部６０２は、ＲＲＣ接続の再設定処理をＵＥ１２２に処理を行わせ
るためのＲＲＣメッセージである、ＲＲＣ再設定メッセージを作成し、送信部６００より
ＵＥ１２２へと送信する（不図示）。ＵＥ１２２の受信部５００は、ｇＮＢ１０８からＲ
ＲＣ再設定メッセージを受信する（ステップＳ８００）。なおＵＥ１２２はＲＲＣ再設定
メッセージをｅＮＢ１０２から受け取っても良い。
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【００７１】
　次にＵＥ１２２の処理部５０２は、ステップＳ８００で受信したＲＲＣ再設定メッセー
ジに、Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情報が
含まれているか否かを判断する（ステップＳ８０４）。なお、上述の「Ｅ－ＵＴＲＡのＳ
ＣＧに関する設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情報が含まれているか否かを判
断する」とは「Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同時に行われる事を示
す情報が真（ｔｒｕｅ）であるか偽（ｆａｌｓｅ）であるかを判断する」と言い換えても
良い。また上述の真（ｔｒｕｅ）／偽（ｆａｌｓｅ）は、ｅｎａｂｌｅ／ｄｉｓａｂｌｅ
、ｏｎ／ｏｆｆ、１／０などの、相反する意味を持つ別の記述で置き換えられても良い。
また、上述の「Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同時に行われる」とは
、「Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する全ての設定の解放と追加が同時に行われる」と言い換
えても良い。また上述の「Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定」や「Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣ
Ｇに関する全て設定」とは、Ｅ－ＵＴＲＡにより設定されたものであってもよく、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡのＲＲＣメッセージにより設定されたものであっても良い。
【００７２】
　次にＵＥ１２２の処理部５０２は、上述のＲＲＣ再設定メッセージに、Ｅ－ＵＴＲＡの
セカンダリセルグループに関する設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情報が含ま
れている事に基づいて、ＮＲ側からＥ－ＵＴＲＡ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴ
ＲＡセカンダリセルグループの解放を起動する（ステップＳ８０４）。なお、ステップＳ
８０４におけるＭＲ－ＤＣとは、ＮＥ－ＤＣの事であっても良い。なお、上述の「Ｅ－Ｕ
ＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情報が含まれている
事に基づいて」とは「Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同時に行われる
事を示す情報が真（ｔｒｕｅ）である事に基づいて」と言い換えても良い。また上述の真
（ｔｒｕｅ）は、ｅｎａｂｌｅ、ｏｎ、１などの、この情報が有効である事を意味する別
の表現で置き換えられても良い。また、上述の「「Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の
解放と追加が同時に行われる事を示す情報」は、Ｅ－ＵＴＲＡ　ＳＣＧ側でフル設定が必
要な場合に含まれても良いし、真（ｔｒｕｅ）、ｅｎａｂｌｅ、ｏｎ、１などに設定され
事により、この情報が有効である事を意味して良い。
【００７３】
　なお、図８に示す処理の一例は、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグル
ープの解放だけでなく、ＮＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放に使われ
ても良い。ＮＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放を行う場合、上述の「
Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定」は「ＮＲのＳＣＧに関する設定」と言い換えられて
も良い。
【００７４】
　図９に、本発明の実施の形態１における、図８において、ＲＲＣ再設定メッセージに含
まれる、セカンダリセルグループに関する設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情
報のＡＳＮ．１記述の一例を示す。図９の例において、ＲＲＣ再設定メッセージの情報要
素を示す、ＲＲＣＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ－ＩＥｓという記述の中に、無線ベア
ラの設定を示す情報要素である、ＲａｄｉｏＢｅａｒｅｒＣｏｎｆｉｇが含まれ、更に無
線ベアラの設定情報を示す情報要素の中に、上述のセカンダリセルグループに関する設定
の解放と追加が同時に行われる情報事を示す情報のフィールドである、ｎｅｄｃ－Ｒｅｌ
ｅａｓｅＡｎｄＡｄｄ－ｒ１５が含まれる。各情報を示す情報要素やフィールドの名称は
この通りでなくても良い。
【００７５】
　また本発明の実施の形態１において、ＵＥ１２２内部において、ＭＣＧ側からＥ－ＵＴ
ＲＡ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放が起動さ
れた事に基づく処理の事を、ＮＥ－ＤＣ解放と呼んでも良いし、Ｅ－ＵＴＲＡ　ＭＲ－Ｄ
Ｃ解放、又はＭＲ－ＤＣ　Ｅ－ＵＴＲＡ　ＳＣＧ解放などと呼んでも良い。または別の名
称で呼んでも良い。
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【００７６】
　このように、本発明の実施の形態１では、ＵＥ１２２内部において、ＭＣＧであるＮＲ
側からＥ－ＵＴＲＡ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループ
の解放が起動された事に基づいて、Ｅ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの解放処理を行
う事ができる。即ち、端末装置は、ＭＲ－ＤＣのプロトコル処理の複雑さを軽減し、効率
的に通信を行うことができる。
【００７７】
　（実施の形態２）
　図１から図６、及び図１０から図１２を用いて、本発明の実施の形態２を説明する。本
発明の実施の形態２では特にＭＣＧ側がＥ－ＵＴＲＡであり、ＳＣＧ側がＮＲであるＭＲ
－ＤＣである、ＥＮ－ＤＣ及び／又はＮＧＥＮ－ＤＣ、及び／又はＭＣＧ側もＳＣＧ側も
共にＮＲであるＮＲ－ＤＣを想定して説明するが、他のＭＲ－ＤＣや、他の同一のＲＡＴ
をＭＣＧ、ＳＣＧに持つＤＣに適応されても良い。
【００７８】
　図５は本発明の各実施の形態における端末装置（ＵＥ１２２）の構成を示すブロック図
である。なお、説明が煩雑になることを避けるために、図５では、本発明と密接に関連す
る主な構成部のみを示す。
【００７９】
　図５に示すＵＥ１２２は、ｅＮＢ１０２及び／又はｇＮＢ１０８よりＲＲＣメッセージ
等を受信する受信部５００、及び受信したメッセージに含まれる各種情報要素（ＩＥ：Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）、及び／又は各種フィールド、及び／又は各種
条件等の、設定情報に従って処理を行う処理部５０２から成る。また処理部５０２は、Ｄ
Ｃを設定しているＵＥ１２２内部で、ＭＣＧ側からＳＣＧ側に対する要求や指示を起動（
ｔｒｉｇｇｅｒ）する処理を行っても良い。例えばＭＲ－ＤＣを設定しているＵＥ１２２
内部において、例えば非特許文献８に記載のＥＮ－ＤＣや、ＮＧＥＮ－ＤＣにおいてはＥ
－ＵＴＲＡ側からＮＲ側、また例えば非特許文献８に記載のＮＥ－ＤＣにおいてはＮＲ側
からＥ－ＵＴＲＡ側に対する要求や指示を起動（ｔｒｉｇｇｅｒ）する処理を行っても良
い。また処理部５０２は、ＤＣを設定しているＵＥ１２２内部のＳＣＧ側で、ＭＣＧ側か
ら起動された処理を行っても良い。例えば非特許文献８に記載のＥＮ－ＤＣや、ＮＧＥＮ
－ＤＣにおいてはＮＲ側でＥ－ＵＴＲＡ側から起動された処理、また例えば非特許文献８
に記載のＮＥ－ＤＣにおいてはＥ－ＵＴＲＡ側でＮＲ側から起動された処理を行っても良
い。なお、ＭＲ－ＤＣを設定しているとは、ＭＲ－ＤＣを処理していると言っても良いし
、ＭＲ－ＤＣを操作していると言っても良い。なおここで、ＮＲ側、Ｅ－ＵＴＲＡ側とは
それぞれ、ＮＲ　ＲＲＣ、Ｅ－ＵＴＲＡ　ＲＲＣであっても良い。
【００８０】
　図６は本発明の各実施の形態における基地局装置（ｅＮＢ１０２及び／又はｇＮＢ１０
８）の構成を示すブロック図である。なお、説明が煩雑になることを避けるために、図６
では、本発明と密接に関連する主な構成部のみを示す。
【００８１】
　図６に示すｅＮＢ１０２及び／又はｇＮＢ１０８は、ＵＥ１２２へＲＲＣメッセージ等
を送信する送信部６００、及び各種情報要素（ＩＥ：Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍ
ｅｎｔ）、及び／又は各種フィールド、及び／又は各種条件等の、設定情報を含めたＲＲ
Ｃメッセージを作成し、ＵＥ１２２に送信する事により、ＵＥ１２２の処理部５０２に処
理を行わせる処理部６０２から成る。
【００８２】
　図１０を用いて、本発明の実施の形態２におけるＵＥ１２２の処理方法の一例を説明す
る。
【００８３】
　ＵＥ１２２の処理部５０２は、ＵＥ１２２内部において、ＭＣＧ側から、ＳＣＧ側であ
るＮＲ側に対し、ＭＲ－ＤＣ及び／又はＮＲ－ＤＣ（ＭＣＧ及びＳＣＧ両方においてＮＲ
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をＲＡＴとするＤＣ）におけるＮＲセカンダリセルグループ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｅ
ｌｌ　Ｇｒｏｕｐ：ＳＣＧ）の解放が起動されたか否かを判断する（ステップＳ１０００
）。なおステップＳ１０００においてＭＲ－ＤＣとはＥＮ－ＤＣ及び／又はＮＧＥＮ－Ｄ
Ｃの事であっても良い。またＭＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放とは
、ＥＮ－ＤＣの解放と言っても良いし、ＮＧＥＮ－ＤＣの解放と言っても良いし、ＥＮ－
ＤＣ又はＮＧＥＮ－ＤＣと言っても良い。またＮＲセカンダリセルグループとは、単にセ
カンダリセルグループと言っても良い。またＭＣＧとはＥ－ＵＴＲＡであっても良いし、
ＮＲであっても良い。
【００８４】
　次にＵＥ１２２の処理部５０２は、ＵＥ１２２内部において、ＭＣＧ側からＮＲ側に対
し、ＭＲ－ＤＣ及び／又はＮＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放が起動
された事に基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループに設定されている
各ＲＬＣベアラに対し、ＲＬＣエンティティを解放する。（ステップＳ１００２）。なお
、上述の「各ＲＬＣベアラに対し」は、「各ロジカルチャネル、又は各ロジカルチャネル
識別子に対し」と言い換えられても良いし、追記されても良い。またＭＣＧとはＥ－ＵＴ
ＲＡであっても良いし、ＮＲであっても良い。
【００８５】
　ＵＥ１２２の処理部５０２は、上述のステップＳ１００２の処理に加え、ＵＥ１２２内
部において、ＭＣＧ側からＮＲ側に対し、ＭＲ－ＤＣ及び／又はＮＲ－ＤＣにおけるＮＲ
セカンダリセルグループの解放が起動された事に基づいて、メジャメント設定の解放、及
び／又は、セカンダリセルグループのＭＡＣが存在する場合にはセカンダリセルグループ
のＭＡＣの解放、及び／又はセカンダリセルグループの解放、及び／又はセカンダリセル
グループの無線リンク失敗を判断するためのタイマーの停止、及び／又はセカンダリセル
グループの変更の失敗を判断するためのタイマーの停止を行っても良い（ステップＳ１０
０４）。
【００８６】
　図１１は本発明の実施の形態２における、ＵＥ１２２内部において、Ｅ－ＵＴＲＡ側か
らＮＲ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放が起動される一
例を示す。
【００８７】
　ＵＥ１２２の処理部５０２は、Ｅ－ＵＴＲＡ側において、ＲＲＣ接続の再確立（ＲＲＣ
　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）を要求する際に、ＭＲ－
ＤＣを設定しているか否かを判断し（ステップＳ１１００）、ＭＲ－ＤＣを設定している
事に基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放が起動されても良
い（ステップＳ１１０２）。なお、ＭＲ－ＤＣを設定しているとは、ＭＲ－ＤＣを処理し
ていると言っても良いし、ＭＲ－ＤＣを操作していると言っても良い。また上述の「ＭＲ
－ＤＣを設定しているか否かを判断する」、とは、「ＥＮ－ＤＣ又はＮＧＥＮ－ＤＣを設
定しているか否かを判断する」と言っても良い。また上述の「ＭＲ－ＤＣを設定している
事に基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放が起動されても良
い。」とは「ＥＮ－ＤＣ又はＮＧＥＮ－ＤＣを設定している事に基づいて、ＭＲ－ＤＣに
おけるＮＲセカンダリセルグループの解放が起動されても良い。」と言っても良い。
【００８８】
　図１２は本発明の実施の形態２における、ＵＥ１２２内部において、Ｅ－ＵＴＲＡ側か
らＮＲ側に対し、ＭＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放が起動される別
の一例を示す。
【００８９】
　ＵＥ１２２の処理部５０２は、Ｅ－ＵＴＲＡ側において、ＲＲＣ接続一時保留（ｓｕｓ
ｐｅｎｄ）の解除（ｒｅｓｕｍｅ）を要求する際に、ＲＲＣ接続一時保留の時にＭＲ－Ｄ
Ｃを設定していたか否か判断し（ステップＳ１２００）、ＭＲ－ＤＣにおけるＮＲセカン
ダリセルグループの解放がＭＲ－ＤＣを設定していた事に基づいて、起動されても良い（
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ステップＳ１２０２）。なお、ＭＲ－ＤＣを設定していたとは、ＭＲ－ＤＣを処理してい
たと言っても良いし、ＭＲ－ＤＣを操作していたと言っても良い。また上述の「ＭＲ－Ｄ
Ｃを設定していたか否かを判断する」、とは、「ＥＮ－ＤＣ又はＮＧＥＮ－ＤＣを設定し
ていたか否かを判断する」と言っても良い。また上述の「ＭＲ－ＤＣを設定していた事に
基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放が起動されても良い。
」とは「ＥＮ－ＤＣ又はＮＧＥＮ－ＤＣを設定していた事に基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけ
るＮＲセカンダリセルグループの解放が起動されても良い。」と言っても良い。
【００９０】
　また、上述のＵＥ１２２内部における、ＭＣＧ側からＮＲ側に対する、ＮＲ－ＤＣにお
けるＮＲセカンダリセルグループの解放の起動は、例えばＮＲ側において、ＲＲＣ接続の
再確立（ＲＲＣ　Ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）を要求する際に、ＮＲ－ＤＣを設
定しているか否かを判断し、ＮＲ－ＤＣを設定している事に基づいて、起動されても良い
（不図示）。なお、ＮＲ－ＤＣを設定しているとは、ＮＲ－ＤＣを処理していると言って
も良いし、ＮＲ－ＤＣを操作していると言っても良い。
【００９１】
　また、上述のＵＥ１２２内部における、ＭＣＧ側からＮＲ側に対する、ＮＲ－ＤＣにお
けるＮＲセカンダリセルグループの解放の起動は、例えばＮＲ側において、ＲＲＣ接続一
時保留（ｓｕｓｐｅｎｄ）の解除（ｒｅｓｕｍｅ）を要求する際に、ＲＲＣ接続一時保留
の時にＮＲ－ＤＣを設定していたか否か判断し、ＮＲ－ＤＣを設定していた事に基づいて
、起動されても良い（不図示）。なお、ＮＲ－ＤＣを設定していたとは、ＮＲ－ＤＣを処
理していたと言っても良いし、ＮＲ－ＤＣを操作していたと言っても良い。
【００９２】
　また、上述のＵＥ１２２内部における、ＭＣＧ側からＮＲ側に対する、ＭＲ－ＤＣ及び
／又はＮＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放の起動は、他の事象に基づ
いて起動されても良い。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡにおいて、ＮＲのセカンダリセルグループ
に関する全ての設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情報を含むＲＲＣコネクショ
ン再設定メッセージを受け取る事により、起動されても良い。なお、上述の「ＮＲのセカ
ンダリセルグループに関する全ての設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情報が含
まれている事に基づいて」とは「ＮＲのセカンダリセルグループに関する全ての設定の解
放と追加が同時に行われる事を示す情報が真（ｔｒｕｅ）である事に基づいて」と言い換
えても良い。
【００９３】
　また本発明の実施の形態２において、ＵＥ１２２内部において、ＭＣＧ側からＮＲ側に
対し、ＭＲ－ＤＣ及び／又はＮＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡセカンダリセルグループの
解放が起動された事に基づく処理の事を、ＥＮ－ＤＣ解放と呼んでも良いし、ＮＧＥＮ－
ＤＣ解放と呼んでも良いし、ＥＮ－ＤＣ又はＮＧＥＮ－ＤＣ解放と呼んでも良い。また、
ＮＲ　ＭＲ－ＤＣ解放、又はＭＲ－ＤＣ　ＮＲ　ＳＣＧ解放、ＮＲ　ＳＣＧ解放、　ＳＣ
Ｇ解放などと呼んでも良い。または別の名称で呼んでも良い。
【００９４】
　このように、本発明の実施の形態２では、ＵＥ１２２内部において、ＭＣＧ側からＮＲ
側に対し、ＭＲ－ＤＣ及び／又はＮＲ－ＤＣにおけるＮＲセカンダリセルグループの解放
が起動された事に基づいて、ＮＲセカンダリセルグループの解放処理を行う事ができる。
即ち、端末装置は、ＭＲ－ＤＣのプロトコル処理の複雑さを軽減し、効率的に通信を行う
ことができる。
【００９５】
　なお、本発明の各実施の形態における、端末装置、基地局装置、及び方法は、例えば以
下のように言う事ができる。
【００９６】
　すなわち端末装置であって、ＮＲより、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡ　セカンダリ
セルグループの解放が起動されたか否かを判断し、ＮＲより、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－Ｕ
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ＴＲＡ　セカンダリセルグループの解放が起動された事に基づいて、前記端末装置が設定
しているセカンダリセルグループの、各ＲＬＣベアラに対し、ＲＬＣエンティティの再確
立、及びＲＬＣエンティティの解放、及びロジカルチャネルの解放を行う、処理部を有す
る。
【００９７】
　また、端末装置であって、基地局装置にＲＲＣ再設定を要求する際、前記端末装置がＮ
Ｅ－ＤＣを設定しているか否かを判断し、前記端末装置がＮＥ－ＤＣを設定している事に
基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡ　セカンダリセルグループの解放を起動し、
前記端末装置が設定しているセカンダリセルグループの、各ＲＬＣベアラに対し、ＲＬＣ
エンティティの再確立、及びＲＬＣエンティティの解放、及びロジカルチャネルの解放を
行う、処理部を有する。
【００９８】
　また、端末装置であって、ＲＲＣ回復を要求する際に、前記端末装置がＮＥ－ＤＣを設
定していたか否かを判断し、前記端末装置がＮＥ－ＤＣを設定していた事に基づいてＭＲ
－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡ　セカンダリセルグループの解放を起動し、前記端末装置が
設定しているセカンダリセルグループの、各ＲＬＣベアラに対し、ＲＬＣエンティティの
再確立、及びＲＬＣエンティティの解放、及びロジカルチャネルの解放を行う、処理部を
有する。
【００９９】
　また、端末装置であって、基地局装置からＲＲＣ再設定メッセージを受信する受信部と
、前記ＲＲＣ再設定メッセージに、Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同
時に行われる事を示す情報が含まれているか否かを判断し、Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関す
る設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情報が含まれている事に基づいて、ＭＲ－
ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡ　セカンダリセルグループの解放を起動し、前記端末装置が設
定しているセカンダリセルグループの、各ＲＬＣベアラに対し、ＲＬＣエンティティの再
確立、及びＲＬＣエンティティの解放、及びロジカルチャネルの解放を行う、処理部を有
する。
【０１００】
　また、基地局装置であって、端末装置にＲＲＣ再設定メッセージを送信する送信部と、
前記ＲＲＣ再設定にＥ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同時に行われる事
を示す情報を含み、前記端末装置に処理を行わせる処理部とを有し、
　前記処理は、前記ＲＲＣ再設定にＥ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同
時に行われる事を示す情報が含まれているか否かを判断し、Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関す
る設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情報が含まれている事に基づいて、ＭＲ－
ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡ　セカンダリセルグループの解放を起動する。
【０１０１】
　また、端末装置の方法であって、ＮＲより、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡ　セカン
ダリセルグループの解放が起動されたか否かを判断し、ＮＲより、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ
－ＵＴＲＡ　セカンダリセルグループの解放が起動された事に基づいて、前記端末装置が
設定しているセカンダリセルグループの、各ＲＬＣベアラに対し、ＲＬＣエンティティの
再確立、及びＲＬＣエンティティの解放、及びロジカルチャネルの解放を行う。
【０１０２】
　また、基地局装置の方法であって、端末装置にＲＲＣ再設定メッセージを送信し、前記
ＲＲＣ再設定にＥ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同時に行われる事を示
す情報を含み、前記端末装置に処理を行わせ、前記処理は、前記ＲＲＣ再設定にＥ－ＵＴ
ＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同時に行われる事を示す情報が含まれているか
否かを判断し、Ｅ－ＵＴＲＡのＳＣＧに関する設定の解放と追加が同時に行われる事を示
す情報が含まれている事に基づいて、ＭＲ－ＤＣにおけるＥ－ＵＴＲＡ　セカンダリセル
グループの解放が起動される。
【０１０３】
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　本発明に関わる装置で動作するプログラムは、本発明に関わる上述した実施形態の機能
を実現するように、Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ（ＣＰＵ）等を制
御してコンピュ－タを機能させるプログラムであっても良い。プログラムあるいはプログ
ラムによって取り扱われる情報は、処理時に一時的にＲａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ（ＲＡＭ）などの揮発性メモリに読み込まれ、あるいはフラッシュメモリなどの
不揮発性メモリやＨａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ（ＨＤＤ）に格納され、必要に応じて
ＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。
【０１０４】
　なお、上述した実施形態における装置の一部、をコンピュ－タで実現するようにしても
よい。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピュ－タが読み取り可
能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュ－タシステム
に読み込ませ、実行することによって実現してもよい。ここでいう「コンピュ－タシステ
ム」とは、装置に内蔵されたコンピュ－タシステムであって、オペレ－ティングシステム
や周辺機器等のハ－ドウェアを含むものとする。また、「コンピュ－タが読み取り可能な
記録媒体」とは、半導体記録媒体、光記録媒体、磁気記録媒体等のいずれであってもよい
。
【０１０５】
　さらに「コンピュ－タが読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワ
ークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時
間、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュ
－タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含
んでもよい。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであって
もよく、さらに前述した機能をコンピュ－タシステムにすでに記録されているプログラム
との組み合わせで実現できるものであってもよい。
【０１０６】
　また、上述した実施形態に用いた装置の各機能ブロック、または諸特徴は、電気回路、
すなわち典型的には集積回路あるいは複数の集積回路で実装または実行され得る。本明細
書で述べられた機能を実行するように設計された電気回路は、汎用用途プロセッサ、デジ
タルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、またはその他のプログラマブル論理デバイス、
ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア部品、
またはこれらを組み合わせたものを含んでよい。汎用用途プロセッサは、マイクロプロセ
ッサであってもよいし、代わりにプロセッサは従来型のプロセッサ、コントロ－ラ、マイ
クロコントロ－ラ、またはステ－トマシンであってもよい。汎用用途プロセッサ、または
前述した各回路は、デジタル回路で構成されていてもよいし、アナログ回路で構成されて
いてもよい。また、半導体技術の進歩により現在の集積回路に代替する集積回路化の技術
が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０１０７】
　なお、本願発明は上述の実施形態に限定されるものではない。実施形態では、装置の一
例を記載したが、本願発明は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え
置き型、または非可動型の電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機
器、空調機器、オフィス機器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信
装置に適用出来る。
【０１０８】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記実施形態に記載された要素であり、同様の効果を
奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
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【符号の説明】
【０１０９】
１００　Ｅ－ＵＴＲＡ
１０２　ｅＮＢ
１０４　ＥＰＣ
１０６　ＮＲ
１０８　ｇＮＢ
１１０　５ＧＣ
１１２、１１４、１１６，１１８、１２０、１２４　インタフェース
１２２　ＵＥ
２００、３００　ＰＨＹ
２０２、３０２　ＭＡＣ
２０４、３０４　ＲＬＣ
２０６、３０６　ＰＤＣＰ
２０８、３０８　ＲＲＣ
３１０　ＳＤＡＰ
５００　受信部
５０２、６０２　処理部
６００　送信部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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